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本研究はタイの非王族・貴族の外国旅行記を分析の対象とし、特
に1940-60年代にかけて日本や欧州、中東、東南アジア諸地域を旅し、
多数の旅行記作品を残したタイ人旅行作家ブンチュワイ・シーサ
ワットに着目している。
ブンチュワイの記述は、国際旅行が珍しかった当時の、一般的な

東南アジア人の目に日本や世界がどのように映ったのかを知る上で
貴重な史料である。
ブンチュワイの旅行記の精読、および同時代の他の旅行記との比

較分析を通して、国際観光旅行の文化が王族から庶民へと拡大して
ゆく中で、タイの庶民が自国や対外の意識を草の根からいかに構成
していったのかを分析している。

タイからのインバウンド観光客を増加させるために、取材陣の引き
入れ、観光地案内・接遇、日本紹介が可能である。すでにタイの大手
出版社の編集者と一緒に神奈川のアーティストビレッジをインタ
ヴューして回り、ガイドブックを作成。その2年後、東京周辺のマイク
ロ・ブリューリーを紹介するガイドブックを出版し、タイで人気と
なった。加えて、その後、大手ビール工場経営陣の日本視察のアテン
ドも行っている。また行ったことはないが、逆に日本側のタイ市場へ
の地域商品の広報支援や高度人材紹介も可能であろう。
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